


当社への御理解を一層深めていただくために，これまで株主の皆様にお届けしており

ました「中間報告書」の内容を充実の上，リニューアルして，「株主のみなさまへ」

といたしました。今後は，６月には年度版としての「株主のみなさまへ」をお手もと

にお届けし，３月及び９月にはＷｅｂ版「株主のみなさまへ」として当社ホームペー

ジのＩＲサイトに掲載いたします。
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●表紙の説明

米国ボーイング社が誇る最新鋭の旅客機Ｂ７Ｅ７。当社はこの

旅客機の共同開発チームの主要メンバーとして参画し機体構

造の要である主翼の開発・製造に携っています。



ごあいさつ

株主の皆様には，平素より格別の御支援，

御高配を賜り，厚くお礼申し上げます。

「株主のみなさまへ」をお手もとにお届

けするに当たりまして，一言ごあいさつ

申し上げます。

当上半期における我が国経済は，中国を

はじめとするアジアや米国向けを中心に

輸出が好調を持続し，企業収益の改善を

反映して設備投資も増加を続けたほか，

雇用情勢の改善や猛暑・五輪効果等を背

景に個人消費も堅調に推移するなど，引

き続き景気回復基調にありました。しか

しながら，公共投資は依然として減少を

続けるとともに，輸出及び設備投資の伸

びも一時よりは低下するなど，景気回復

の勢いには一部鈍化も見られました。

このような状況の下，当社はグループを

挙げて懸命な受注・販売活動を展開し，

その結果当上半期は，船舶・海洋部門で

ＬＮＧ船を多数受注したほか，原動機部

門ではメキシコ及び中国向けガスタービ

ンコンバインドサイクル火力発電プラン

トを，機械・鉄構部門では海外で新交通

システムを成約するなどの成果をみまし

た。また，中量産品部門では，新製品の

投入効果や欧州・中国等での需要増加等

により，中小型エンジン，フォークリフ

ト，新聞用オフセット輪転機，工作機械

等の受注が増加しております。この結果，

当上半期の連結受注高は１兆８６２億４９百

万円となりました。原動機部門及び機械・

鉄構部門で大型案件の受注が集中した前

年同期に対しては，約８８％に留まりまし

たが，依然として高い水準で順調に推移

しております。

一方，連結売上高は，航空・宇宙部門が

減少したものの，原動機部門で火力発電

プラント工事が増加したほか，中量産品
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部門，機械・鉄構部門及び船舶・海洋部

門も増加したため，前年同期を約１３％上

回る１兆１,２６３億６０百万円となりました。

損益面では，主として日米為替レートが

円高で推移したことや鋼材等の値上がり

など損益に対する悪化要因はありました

が，輸出拡大等の努力の成果により売上

高が前年同期に比べ増加したことやコス

ト削減を推進したことなどにより，経常

損益は前年同期から２８億７６百万円改善し

６５億５２百万円の損失となりました。また，

特別損失として固定資産の減損会計適用

に伴う固定資産減損損失等を計上した結

果，中間純損益は２１５億２５百万円の損失

となり前年同期より１１０億５９百万円悪化

しました。

なお，当上半期の単独業績は，受注高は

８,５０８億３５百万円，売上高は９,０７９億４７

百万円，営業損失は１２１億３２百万円，経

常損失は１２９億７１百万円，中間純損失は

１７３億２６百万円となりました。

当年度の中間配当につきましては，当上

半期の業績を勘案し，誠に遺憾ながら実

施を見送ることとさせていただきました。

株主の皆様には誠に申し訳なく存じます

が，事情御賢察の上，何卒御了承賜りま

すようお願い申し上げます。

今後の我が国経済は，設備投資及び輸出

が当面堅調に推移するものと思われます

が，依然として公共投資及び電力各社の

設備投資の減少が見込まれるほか，米国

及び中国の経済成長率の低下による世界

経済の減速や原油価格の高騰，更には鋼

材の需給逼迫・価格上昇による企業収益

への悪影響も懸念され，先行きは必ずし

も楽観を許さない状況にあります。

このような経営環境の下，当社グループと

いたしましては，昨年末に策定した２００４

年事業計画（中期経営計画）の重点施策

である製品事業競争力の強化及び企業体

質の強化に則り，個々の事業の強化策を

強力に推進いたします。一方，鋼材等の

原材料費の値上げの影響を吸収すべく，

資材費を含めた諸コスト低減に一層注力

してまいります。また，技術・営業部門

が一体となった製品の企画・提案力の強

化や，生産現場にとどまらず，設計・生

産技術からアフターサービスに至るまで

の，広い意味での「モノづくり力」及び

品質・信頼性の更なる向上，ＣＳ（顧客満

足）活動の徹底への取り組みを加速して

まいります。

さらに，企業活動は社会からの信頼があ

ってこそ成り立つものであることを踏ま
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え，当社は，法令遵守はもちろんのこと，

環境・労働・人権などに関する普遍的原

則を守ることを目的として国連が提唱し

ている「グローバル・コンパクト」への

参加を表明いたしました。創業以来，社

業を通じて社会の発展に貢献することを

理念として活動してまいりましたが，今

後とも企業の社会的責任（CSR）をより

重視し，経営を進めてまいる所存です。

株主の皆様におかれましては，従来にも

増して御支援を賜りますようお願い申し

上げます。

平成１６年１２月

取締役会長

取締役社長
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汎用機・特殊車両関係は，国内外での景気回復を背
景に需要が拡大している中小型エンジン及びフォー
クリフトが増加したほか，過給機も堅調であったた
め，連結受注高は１,４９３億７４百万円，連結売上高は
１,６６３億３７百万円となり，それぞれ前年同期を上回
りました。
冷熱関係は，欧州向けルームエアコン及びパッケー
ジエアコンが伸長しましたが，国内向けルームエア
コンが減少したほか，カーエアコンも国内外で落ち
込んだため，連結受注高は前年同期を下回る９９５億
９５百万円となりました。連結売上高は，前年同期並
みの９７４億８９百万円となりました。
産業機械関係は，中国での旺盛な需要が一巡した押
出成形機が減少しましたが，国内で大型案件を受注
した新聞用オフセット輪転機が伸長したほか，国内
での需要の盛り上がりを背景に工作機械も好調であ
ったため，連結受注高は前年同期を上回る１,１２４億
１９百万円となりました。連結売上高は，国内向け印
刷機械の増加等により，前年同期を上回る１,０３３億
２１百万円となりました。

中量産品部門

部門別の概況

船舶・海洋部門
海運市況の活況に伴い新造船需要が引き続き旺盛な
中，高付加価値船を中心に受注活動を展開した結果，
ＬＮＧ船，自動車運搬船等を成約することができま
した。この結果，連結受注高は前年同期並みの１,３６６
億４５百万円となりました。
連結売上高は，国内船の増加等により，前年同期を
上回る１,３１８億７３百万円となりました。

機械関係は，海外で空港向け新交通システムを受注
するなどの成果がありましたが，廃棄物処理装置が
国内で大型案件の受注があった前年同期に比し減少
したため，連結受注高は前年同期を下回りました。
また，鉄構関係も，橋梁が国内で伸長しましたが，
運搬機器が海外で減少したことなどにより，連結受
注高は前年同期を下回りました。
以上の結果，部門全体の連結受注高は前年同期を下
回る１,６４５億４３百万円となりました。
連結売上高は，台湾新幹線の工事進捗に伴う売上増
の影響等により，前年同期を上回る１,７４６億５５百万
円となりました。

機械・鉄構部門

民間機関係は，エンジンの点検修理工事が増加しま
したが，ヘリコプタ部品，Ｂ７６７民間輸送機（後部胴
体等）等が減少したため，前年同期を下回りました。
また，防衛関係も，航空機用機体部品等が減少した
ため，前年同期を下回りました。この結果，部門全
体の連結受注高は前年同期を下回る８１４億１百万円
となりました。
連結売上高は，防衛庁向け哨戒ヘリコプタの引渡機
数が減少したことなどにより，前年同期を下回る
１,４５１億２２百万円となりました。

航空・宇宙部門

原動機部門
国内では，原子力及び産業用火力関係の受注が増加
し，また海外では，需要が堅調なアジア・欧州をは
じめ各地で受注活動を展開した結果，メキシコ及び
中国向けガスタービンコンバインドサイクル火力発
電プラント等を成約しましたが，部門全体の連結受
注高は海外で大型案件の受注が相次いだ前年同期を
下回る２,９５３億９４百万円となりました。
連結売上高は，火力発電プラント工事の増加等によ
り，前年同期を上回る２,７６７億７７百万円となりました。
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工場見学会のお知らせ
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連結中間決算の概要

中間連結貸借対照表の要旨 （単位：億円）

流動資産

現金預金

売上債権

有価証券

たな卸資産

その他流動資産

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

投資有価証券

その他

資産合計

資産の部

24,757

2,343

8,103

1,354

10,577

2,379

12,897

7,345

339

5,212

4,550

661

37,655

24,029

2,098

9,953

17

9,759

2,201

13,123

7,432

337

5,354

4,625

728

37,153

流動負債

買入債務

短期借入金

前受金

その他流動負債

固定負債

長期借入金

その他固定負債

負債合計

少数株主持分

資本金

資本剰余金

利益剰余金

その他有価証券評価差額金

為替換算調整勘定

自己株式

資本合計

負債，少数株主持分及び資本合計

負債，少数株主持分
及び資本の部

16,008

5,848

4,266

4,005

1,888

8,868

5,321

3,547

24,877

149

2,656

2,038

7,156

869

△56

△35

12,628

37,655

15,194

6,309

4,029

3,273

1,582

8,571

4,510

4,060

23,766

142

2,656

2,038

7,478

1,142

△57

△13

13,244

37,153

平成16年度
中間期末

(平成16年9月30日現在)
平成15年度末

(平成16年3月31日現在)

平成16年度
中間期末

(平成16年9月30日現在)
平成15年度末

(平成16年3月31日現在)

負債合計
平成１６年度中間期末の負債合計が平成１５年度末に比べて
増加したのは，主として借入金及び前受金の増加による
ものです。

資産合計
平成１６年度中間期末の資産合計が平成１５年度末に比べて
増加したのは，主として有価証券及びたな卸資産の増加
によるものです。

資本合計
平成１６年度中間期末の資本合計が平成１５年度末に比べて
減少したのは，主として利益剰余金及びその他有価証券
評価差額金の減少によるものです。

●　

●　

●

（注）有形固定資産の減価償却累計額 14,690億円 14,501億円
（平成16年度中間期末） （平成15年度末）
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中間連結損益計算書の要旨

売上高

営業費用

営業利益（△は損失）

営業外収益

営業外費用

経常利益（△は損失）

特別利益

特別損失

税引前中間純利益（△は損失）

法人税等

少数株主利益

中間純利益（△は損失）

11,263

11,304

△40

116

140

△65

19

207

△253

△41

3

△215

10,000

9,895

105

110

309

△94

―

20

△114

△18

8

△104

（単位：億円） 中間連結キャッシュ・フロー計算書の要旨

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額

現金及び現金同等物の期末残高

1,506

△845

916

4

1,582

1,847

5

3,435

949

△413

△441

△1

93

1,904

30

2,028

（単位：億円）

投資活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フローは，三菱自動車工業（株）
の優先株式購入等により，平成１５年度中間期比４３２億円
支出が増加し，△８４５億円となりました。

平成16年度
中間期

平成16年4月１日から
平成16年9月30日まで（ ）

平成15年度
中間期

平成15年4月１日から
平成15年9月30日まで（ ）

平成16年度
中間期

平成16年4月１日から
平成16年9月30日まで（ ）

平成15年度
中間期

平成15年4月１日から
平成15年9月30日まで（ ）

経常利益
平成１６年度中間期の経常損失が平成１５年度中間期に比
べて改善したのは，為替レートが円高で推移したこと
や鋼材等の値上がりなどに対し，輸出拡大等の努力に
より売上高が増加したことやコスト削減を推進したこ
となどによるものです。

営業活動によるキャッシュ・フロー
営業活動によるキャッシュ・フローは，営業収入の増加
等により平成１５年度中間期比５５７億円増加の１,５０６億円
となりました。

財務活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フローは，将来の資金需要に
対応するために借入金を増加したことにより，平成１５年度
中間期比１,３５８億円収入が増加し，９１６億円となりました。

中間純利益
平成１６年度中間期の純損失が平成１５年度中間期に比べ
て悪化したのは，主として特別損失が増加したことに
よるものです。

●

●

●　

●

●

（注）1株当たり中間純利益
（△は損失）

△6円40銭 △3円10銭
（平成16年度中間期） （平成15年度中間期）
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中間損益計算書の要旨

売上高
営業費用
営業利益（△は損失）
営業外収益
営業外費用
経常利益（△は損失）
特別利益
特別損失
税引前中間純利益（△は損失）
法人税,住民税及び事業税
法人税等調整額
中間純利益（△は損失）
前年度繰越利益
中間未処分利益

9,079
9,200
△121

93
101

△129
25

150
△255
△4
△77
△173

373
200

7,873
7,960
△87
112
263

△238
―
20

△259
1

△91
△168

597
429

（単位：億円）

単独中間決算の概要

中間貸借対照表の要旨 （単位：億円）

21,264
1,600
7,003
9,104
500

3,056

10,706
5,685
2,080
3,605
197

4,822
4,321

18
481

31,971

20,535
1,209
8,835
8,456
453

1,580

10,863
5,730
2,095
3,634
193

4,939
4,379
―

560

31,399

流動資産
現金預金
売上債権
たな卸資産
繰延税金資産
その他流動資産

固定資産
有形固定資産
建物
その他有形固定資産

無形固定資産
投資その他の資産
投資有価証券
繰延税金資産
その他投資等

資産合計

資産の部
13,204
5,308
2,828
3,755
1,312
7,658
2,100
4,762
―

795
20,862
2,656
2,035
5,604
847
△35

11,108
31,971

12,406
5,778
2,486
3,113
1,029
7,329
2,400
3,919
204
805

19,736
2,656
2,035
5,878
1,105
△13

11,662
31,399

流動負債
買入債務
短期借入金
前受金
その他流動負債

固定負債
社債
長期借入金
繰延税金負債
その他固定負債

負債合計
資本金
資本剰余金
利益剰余金
株式等評価差額金
自己株式
資本合計
負債及び資本合計

負債及び資本の部

平成16年度
中間期末

(平成16年9月30日現在)
平成15年度末

(平成16年3月31日現在)

平成16年度
中間期末

(平成16年9月30日現在)
平成15年度末

(平成16年3月31日現在)

平成16年度
中間期

平成16年4月１日から
平成16年9月30日まで（ ）

平成15年度
中間期

平成15年4月１日から
平成15年9月30日まで（ ）

（注）有形固定資産の減価償却累計額 12,608億円 12,448億円
（平成16年度中間期末） （平成15年度末）

（注）1株当たり中間純利益 △5円15銭 △5円0銭
（平成16年度中間期） （平成15年度中間期）

（△は損失）
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会社の概要




